
つ
い
て
…
…
…
：
．
：
．
：
。
：
．
：
．
…
：
：
：
：
・
萩
野
妙
子
（
金
沢
市
）

三
加
賀
藩
笠
舞
村
撫
育
所
と
明
治
初
年
の
小
野
慈
善
院

．
．
：
：
。
…
・
…
…
…
…
・
…
加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

四
澤
庵
禅
師
の
神
農
観
に
つ
い
て
…
…
…
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

五
（
資
料
紹
介
）

金
沢
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
の
出
版
物

虎
列
刺
合
戦
絵
入
く
ど
き
（
明
治
十
二
年
）
ｌ

…
…
・
・
…
…
…
・
・
・
・
…
…
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

松
田
健
史
（
富
山
市
）

六
お
雇
い
医
師
ス
ロ
イ
ス
の
帰
路
ｌ
金
沢
か
ら
神
戸
ま
で
ｌ

…
…
…
：
。
…
：
．
…
：
。
…
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

篠
原
治
道
（
富
山
市
）

七
富
山
県
の
名
水
の
医
史
学
的
研
究
・
…
・
前
山
文
子
（
金
沢
市
）

八
『
徒
然
草
」
の
中
の
医
学
…
…
：
：
…
：
白
崎
昭
一
郎
（
福
井
市
）

九
『
医
心
方
』
と
『
鍼
術
秘
要
』
：
．
．
…
…
：
多
留
淳
文
（
金
沢
市
）

己
加
賀
藩
医
岡
嶋
家
の
資
料
に
つ
い
て
（
第
一
報
）

Ｉ
先
祀
由
緒
井
一
類
附
帳
と
御
判
物
ｌ

…
：
。
：
。
…
…
：
…
：
…
：
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

松
田
健
史
（
富
山
市
）

多
留
淳
文
（
金
沢
市
）

二
旧
日
本
軍
に
お
け
る
看
護
…
…
…
：
…
・
長
門
谷
洋
治
（
大
阪
府
）

三
明
治
初
期
に
来
沢
し
た
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ッ
ト
’
－
－
．
Ｎ
・
ウ
ィ
リ
ス

に
つ
い
て
：
・
・
：
…
：
…
：
：
・
・
・
…
…
…
…
加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

特
別
講
演

ｲﾄ

『
医
諄
』
原
稿
募
集

「
医
謹
』
五
八
号
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
投
稿
規
定
は
以
下
の
通
り
で
、

前
回
同
様
、
ご
投
稿
者
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
事

情
ご
賢
察
の
上
、
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

原
稿
形
式
…
縦
書
き
、
四
○
○
字
詰
、
二
○
枚
以
内
を
原
則
と
し
ま
す
。
著

者
名
に
ふ
り
が
な
を
付
し
文
末
に
所
属
ま
た
は
住
所
地
を
入
れ
、
題
名
に

は
英
文
を
付
し
て
下
さ
い
。

原
著
以
外
に
資
料
紹
介
、
短
報
、
書
評
な
ど
も
お
願
い
し
ま
す
。

著
者
負
担
…
㈲
原
稿
用
紙
二
○
枚
を
超
過
し
た
さ
い
は
そ
の
実
費

。
図
表
、
写
真
版
の
実
費

白
別
刷
・
三
○
部
単
位
（
希
望
部
数
を
原
稿
第
一
頁
に
朱
書

し
て
下
さ
い
）

校
正
…
初
校
の
み
を
著
者
に
て
行
う
。
字
句
訂
正
の
承
に
お
願
い
し
ま

半
，
。

》

原
稿
締
切
：
・
平
成
二
年
一
月
末
日

戦
後
の
日
本
に
お
け
る
臨
床
検
査
の
発
達
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
科
大
）

閉
会

事
務
局
〒
九
一
○
福
井
市
大
願
寺
三
ノ
四
ノ
ー
○

福
井
県
医
師
会
館
内

電
話
○
七
七
六
’
二
四
’
○
四
○
八

会
長
加
藤
豊
明

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
だ
よ
り
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送
付
先
。
：
〒
五
九
一
堺
市
新
金
岡
町
三
’
一
ｉ
一
二
’
三
○
八

長
門
谷
洋
治

投
稿
資
格
・
・
・
原
則
と
し
て
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

「
医
の
博
物
館
」
の
開
館
紹
介

去
る
九
月
四
日
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
で
は
「
医
の
博
物
館
」
の

開
館
式
を
行
っ
た
。

昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
、
医
学
・
歯
科
医
学
史
研
究
を
目
的
と
し

て
史
料
室
と
し
て
発
足
し
た
も
の
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
史
料
室
と
し
て
出

発
し
た
と
き
は
、
附
属
病
院
の
カ
ル
テ
収
納
庫
の
一
隅
を
借
用
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
卒
業
生
・
篤
志
あ
る
方
灸
の
寄
贈
品
が
し
だ
い
に
増
え
、
手

狭
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
へ
八
号
館
の
建
設
計
画
が
立
案
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
医
学
・
歯
科
医
学
史
研
究
室
の
開
設
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、
い

ろ
い
ろ
な
案
が
提
出
さ
れ
、
研
究
室
の
み
な
ら
ず
資
料
を
陳
列
展
示
し
て
、

外
部
に
も
開
放
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
と
ま
っ
た
。
大
学
外
部

に
も
開
放
す
る
施
設
で
あ
れ
ば
、
医
学
・
歯
科
医
学
史
研
究
室
の
名
称
で
は

な
く
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
い
も
の
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ

り
、
中
原
学
部
長
の
提
案
に
よ
り
「
医
の
博
物
館
」
の
名
称
に
す
る
こ
と
と

な
り
、
博
物
館
施
設
と
し
て
新
潟
県
に
申
請
し
、
平
成
元
年
七
月
二
十
一
日

付
を
も
っ
て
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
開
館
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。博

物
館
は
、
古
医
書
、
義
歯
に
関
す
る
史
的
資
料
、
医
・
歯
科
医
療
用
器

械
器
具
類
、
歯
料
風
俗
史
関
係
資
料
、
医
・
歯
科
医
療
に
関
す
る
浮
世
絵
、

そ
の
他
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
隅
に
は
二
十
世
紀
初
頭
の
歯
科
治

療
室
を
再
現
し
、
治
療
椅
子
、
足
踏
エ
ン
ジ
ン
、
治
療
用
器
械
を
そ
ろ
え

て
、
当
時
の
診
療
状
況
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
大
学
創
立
か

ら
現
在
ま
で
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
、
学
生
に
は
大
学
の
歴
史
を
理
解
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
博
物
館
は
館
長
室
、
館
務
室
、
史
料
庫
、
会
議
セ
ミ
ナ

ー
室
と
な
っ
て
お
り
、
館
務
室
と
史
料
庫
は
研
究
室
併
用
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
構
成
人
員
は
、
館
長
（
中
原
泉
学
部
長
、
日
本
医
史
学
会
評
議

員
）
、
講
師
・
本
間
邦
則
（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
）
、
蓮
見
寿
伯
（
日
本
歯

科
医
史
学
会
評
議
員
）
と
学
芸
員
二
名
、
事
務
員
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
顧

問
に
は
谷
津
三
雄
（
日
本
医
史
学
会
理
事
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
理
事
長
）
、

蒲
原
宏
（
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
）
の
両
先
生
に
就
任
し
て
い
た
だ
い

た
。
日
本
歯
科
大
学
は
海
外
の
大
学
と
も
姉
妹
校
の
提
携
を
し
て
い
る
の

で
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
医
学
歯
科
医
学
歴
史
博
物
館
（
館
長
・

レ
オ
ナ
ー
ド
・
メ
ン
ッ
ァ
ー
）
、
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ォ
シ
ャ
ー
ル

博
物
館
（
館
長
・
ク
ロ
ー
ド
・
ル
ッ
ソ
ー
）
と
姉
妹
館
と
し
て
提
携
し
、
館

長
に
は
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
「
医
の
博
物
館
」
を
通
し
て
医
学
・
歯
科
医
学
史
の
研
究
に
精
進
し

た
い
と
思
う
の
で
、
御
叱
正
と
御
鞭
達
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
博
物
館

の
開
館
を
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。

医
の
博
物
館

新
潟
市
浜
浦
町
－
－
八

日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
内

電
話
○
二
五
’
二
六
七
’
一
五
○
○

（
本
間
邦
則
）

（79）451


